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表
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一

一

見
て
く
だ
さ
い

、
こ
れ
は

「し
ら
と
り
養
護

一

一
学
級
」
の
生
徒
た
ち
が
、
先
生
の
適
切
な
指
導

一

一
を
受
け
て
懸
命
に
書
き
あ
げ
た
絵
で
す
。
と
て

一

一
も
障
害
児
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
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富
山
県
立
し
ら
と
り
養
護
学
校

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
、
知
恵
の
発

し
ら
と
り
養
護

達
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
種
類
と

程
度
に
応
じ
て
、
早
期
に
適
切
な
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
と
く

に
、
障
害
の
重
い
子
や
障
害
が
重
な

っ
て

い
る
子
ど
も
は
、
養
護
学
校
で

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
、
成
長
に
よ

学
校
は
、
こ
う
し

た
施
策
に
応
ず
る

た
め
、
昨
年
四
月

に
開
設
さ
れ
た
学

校
で
す
。

こ
の
学

校
で
は
、
本
人
の

発
達
の
状
態
に
合

わ
せ
て
教
育
を
行

い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

い
、
よ
り
よ
い
発

達
を
促
し
、
偏
リ

今
年
か
ら
、
養
護
学
校
に
も
義
務

を
矯
正
す
る
よ
う

努
力
が
続
け
ら
れ

制
が
し
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
障
害
を
も
っ
子
ど
も
に
対

て
い
ま
す
。

し
て
、
そ

の
種
類
や
程
度
に
応
じ
て

ど
の
よ
う
な
教
育
の
場
が
よ
い
の
か

慎
重
に
検
討
さ
れ
、
就
学
す
る
学
校

が
定
め
ら
れ
る
の
で
す
。

昨
年
四
月
に
入
学
し
た
五
十
八
名

の
子
ど
も
た
ち
も
、
入
学
し
た
当
時

い
で
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
仲
よ
く

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
明

に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
変
わ

っ
て
き

る
く
学
習
や
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
寄
宿
舎
で
は
、
ふ
と
ん
の
上

て
お
り
ま
す
。
友
だ
ち
と
手
を
つ
な

げ
下
ろ
し
ゃ
簡
単
な
洗
濯
も
自
分
で

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
入
学
当

初
は
は
げ
し
か

っ
た
偏
食
も
徐
々
に

な
お
り
、

楽
し
く
給
食
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
り
、

大
好
き
な

ス
ク

ワ-llあったぞと喜ぶ生徒たちの
明るい顔、顔、顔

ー
ル
パ
ス
で
毎
日
元
気
に
登
校
す
る

な
ど
、
そ
の
成
長
ぶ
り
に
は
、

関
係

者
も
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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三

月

は

卒

業

式

、

謝

恩

会

、

ク

ラ

ブ

送

引

会

等

の

学

校

行

事

が

、

県

下

各

地

で

く

り

ひ

ろ

げ

ら

れ

ま

す

。

新

た

な

希

望

に

胸

ふ

く

ら

ま

せ

、

社

会

人

と

し

て

第

一

歩

を

ふ

み

出

す

も

の

、

憧

れ

の

上

級

学

校

へ

進

学

す

る

も

の

な

大内賞に輝<r経済指標のかんどころ J 12 

確定申告は 3月15日までに / 13 

気軽にご利用下さい ・県消費生活センタ一一一一14-17

トピックス 1月16日-2月15日 18-19 

3月のお知らせ 18 

火災が増えていま す 20 

県有美術品紹介 婦人像 荒谷直之介作一一一一一表3

ニとしの県政パス教室 表 4

富山県しらとり養護学校 表紙 ・表 2

楽しいチョッピリ心配な卒業・就職期です

少年の非行はこんなところに芽生える一一一一 1-4 

ほんの小さな失敗に悩み・少年の自殺増一一一一5-6

農業年金が改正されました 7 

米は優れた食品て'す ・米の正しい知識一一一一一8-9

ふるさとの民話⑫ ことしゃみせん一一一一一一一10-11

点数制度・今一度確かめて/

;酉酔ぃ運転は 1回で免許取り消し一一一一一一一12-13

もくじ・3月号

ど

が

見

ら

れ

る

反

面

、

就

職

、

進

学

に

失

敗

し

、

挫

折

の

あ

ま

り

若

い

い

の

ち

を

お

と

す

も

の

、

ま

た

解

放

感

の

あ

ま

り

逸

脱

行

動

や

と

り

か

え

し

の

つ

か

な

い

非

行

に

は

し

る

者

な

ど

、

生

徒

達

の

心

情

が

動

揺

し

や

す

い

時

期

で

す

。

、ー‘:::、..:~~.' .. ・..・

1家庭

第 l回イラストコ ンクール警察庁長官賞受賞作品

例
年
、
こ

の
時
期
に
発
生
が
予
想

さ
れ
る
逸
脱
行
動
や
非
行
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
参
考
ま
で
に
昨
年
こ

の
時
期
に
県
内
で
起
き
た
主
な
事
例

を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

ー
、
生
徒
問
の
対
立
意
識
や
教
師
に

対
す
る
日
頃
の
不
満
が
つ
の
り
校

オ

内
暴
力
事
犯
を
ひ
き
起
-
-
す
-
』
と

が
多
い

〔
事
例
〕

少
年
A
ほ
か
四
名
は

日
頃
か
ら

対
立
し
て
い
た
他
高
校
生
二
名
に
制

裁
を
加
え
る
こ
と
を
相
談
し
、
近
く

の
広
場
へ
呼
び
だ
し
殴

っ
た
り
、
蹴

っ
た
り
し
た

2
、
予
銭
会
や
送
別
会
が
聞
か
れ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
さ
い
喫
煙
、

飲
酒
行
為
な
ど
の
ぐ
犯
不
良
行
為

が
多
く
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は



司
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一

b
F
F
K
E
T
D
E
犬

一
一
行
石
『

d
y
'
T
O
到・
4
a町

一

昨
年
一
年
間
に
、
盗
み
や
ン
ン
ナ

一
ー
な
ど
で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
県

一
下
で
一
千
五
百
九
十
二
人
に
の
ぼ

っ

一一
て
い
ま
す
。

一一

ま
た
、
飲
酒
、
喫
煙
、
家
出
、
深

一一

夜
外
出
等
の
不
良
行
為
で
注
意
さ
れ

ヰ
た
少
年
は
一
万
六
千
五
百
八
十
九
人

「

シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
吸
引
が
お

な
わ
れ
る
。

少年人口上000人当り非行率の推移

112 

119 
4‘ 

129 
ぐ犯 ・不良行為少年

116 

103 
106 . 

120 

100 

f
h噂山
uvγγ

一γ・
人

育
て
ま
し
ょ
う
。

〔
事
例
}

卒
業
を
間
近
に
ひ
か
え
、

謝
恩
会

も
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
本
県
少
年
非
行
の
特
徴

を
あ
げ
て
み
ま
す
と

ー
、
非
行
年
令
が
低
年
令
化
し
て
い

本
A
V

・すヲ
。

な
か
で
も
、
十
五
、
十
六
歳
の
少

年
が
全
体
の
三
十
九
軒
を
占
め
て
い

9.7 

制
年

53 

9.7 8.5 

52 51 50 

8.2 

刑法犯少年

49 48 

7.7 

47 46 

7.4 

45 

74・
80 

10 

5 
人

家
庭
と
の
連
携
を

ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
徒
に
つ
い

て
、
継
続
的
、
効
果
的
な
指
導
の

目
が
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
配
慮
し

て
、
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
の
進

学
時
に
は
、
生
徒
指
導
に
空
白
が

生
じ
な
い
よ
う
に
相
瓦

の
述
絡
を

密
に
し
て
く
だ
さ
い
。

2 

校
外
指
導
や
、
家
庭
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
て
、
問
題
行
動
の

3 
未
然
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

進
学
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、

入
学
ま
で
の
期
間
、
解
肢
感
か
ら

問
題
行
動
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分

自
覚
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

4 

家
出
や
、
自
殺
行
為
な
ど
の
兆

候
を
早
期
に
発
見
し
て
、
治
療
に

ま
た
、
生

つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

命
の
尊
厳
に
つ
い
て
自
覚
を
深
め

る
よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

5 

非
道
徳
的
な
異
性
交
友
関
係
を

，

な
く
す
る
た
め
に
は
、
男
女
相
互

の
敬
愛
、
信
頼
、
協
力
な
ど
、
異

従
来
か
ら
、

地
域
の
人
た
ち
の
、

ぷ
笈
の

一
声
μ

に
よ

っ
て
、
少
年
た

ち
の
非
行
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
て

い
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
逸

同
級
会
等
の
パ
ー
テ
ィ
を
聞
き
、
酒

を
飲
ん
で
け
ん
か
を
始
め
た
。

H
H
H
H
H
H
H
"
"
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H割

る
こ
と
で
す
。
(
前
年
よ
り
三
十
軒
増

一一

加
)
2
、
遊
び
型
非
行
(
万
引
・
乗
物
の
一

盗
み
等
)
が
全
体
の
八
十
軒
を

占

=

め
て
い
ま
す
。

ヰ

万
引
が
全
体
の
五
十
一
切
れ
、
オ

l

z

ト
パ
イ
、
自
転
卓
等
の
乗
り
物
の
盗

一一

み
が
全
体
の
三
十
七

rを
占
め
て
い

一

ま
す
。

一

3
、
女
子
の
非
行
が
五
年
前
の
ニ
倍
=

と
く
に
女
子
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ

一

に
よ
る
万
引
が
男
子
高
校
生
の
二
・
一

一一

倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

一一
Z
 

4
、
女
子
の
家
出
が
年
々
増
加
の
傾
一
一

向
で
す
。

一一

家
出
少
年
(一
一
百
四
十
五
人
)
の
つ

一一

ち
女
子
が
六
十
四
軒
(
百
五
十
七
人
)

一一

を
占
め
て
お
り
、
女
子
の
査
は
、

一一

前
年
よ
り
五
十
四
軒
も
増
加
し
て
い

一一

ま
す
。

=

5
、
少
年
の
自
殺
は
十
四
人
で
、
前
一』

轟

年
(
五
人
)
の
ニ
・
八
倍
に
も

高
校
生
の
自
殺
増
加
が
め
だ
っ
て

い
ま
す
。

性
聞
の
モ
ラ
ル
や
望
ま
し
い
人
間

関
係
の
育
成
に
つ
と
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

6 

保
護
者
に
対
し
て
は
、

千
ど
も

の
生
活
態
度
、
交
友
関
係
に
関
心

を
も
ち
、
家
庭
に
お
け
る
指
導
を

徹
底
す
る
よ
う
に
自
覚
を
促
し
て

く
だ
さ
い
。

愛
の
~ 

声
を

脱
行
動
や
札
行
少
年
を
み
た
ら
、
勇

気
を
だ
し
て

一
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
他
人
の
子
だ
か
ら
:
:
:
と
思
わ

ず
に
。

親
子
の
対
話
を

健
全
な
家
庭
は
非
行
の
防
波
堤
と

い
わ
れ
る
よ
う
に

家
庭
の
あ
り
方

い
か
ん
に
よ

っ
て

非
行
に
は
し
る

要
因
に
な

っ
た
り

反
対
に
非
行
を

阻
止
す
る
力
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。

親
子
の
対
話
こ
そ
非
行
防
止
の
か
な

め
で
す
。

子
ど
も
が
非
行
へ
は
し
る
場
合

つ
ぎ
の
よ
う
な
兆
候
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。

で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
方

3
、
川
受
験
、
就
職
等
に
失
敗
し
、

D
子
は

中
学
卒
業
後
高
校
進
学

挫
折
感
か
ら
、
家
出
や
自
殺
な
ど

が
い
や
に
な
り
家
出
を
し

年
令
を

の
逃
避
的
な
行
動
に
走
り
や
す
い
。

偽

っ
て
、
ホ
ス
テ
ス
に
な

っ
て
い
た
。

ω卒
業
期
、
就
職
期
は
、

解
放
感

さ
ら
に
高
校
一
年
の

E
子
に
家
出
を

に
ひ
た
り
や
す
く
、

男
女
交
際
の

ピ
ン
ク
サ
ロ
ン
で
働
か
せ

す
す
め

行
き
過
ぎ
か
ら
、

非
道
徳
的
な
異

て
い
た
。

い性
父

友
関
係

走
る

ケ

ス
カ、

占〆

乗
物
盗

4
、
集
団
窃
盗
(
万
引
き
、

な
ど
)
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て

〔
事
例
]

と
く
に
女
子
生
徒
の
万
引

い
る
。

中
学
生
の

B
子
と

C
子
は
、
喫
茶
屈

で
知
り
あ

っ
た
少
年
四
人
と
、
深
夜

ド
ラ
イ
ブ
を
し
、
少
年
の
家
や
空
家

き
が
め
だ
っ
て
い
る
。

〔
事
例
〕

F
少
年
等
六
名
は
、
友
達
の
勉
強

部
屋
を
た
ま
り
場
に
し
て
、
深
夜
外

出
を
く
り
か
え
し
、
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
等
を
盗
み
、
無
免
許
で
乗
り

2
 

を
泊
り
あ
る
い
た
。

お
金
が
な
く
な

っ
た
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
ェ
イ

ト
レ
ス
と
し
て
住
み
込
み
、
深
夜
ま

で
働
か
さ
れ
た
。

ま
わ
し
て
い
た
。

幻
世
紀
の

主
役
を
健
や
か

こ
の
よ
う
な
逸
脱
行
動
や
非
行
の

要
因
は
、
家
庭
、
学
校
、
社
会
等
各

分
野
の
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ

っ

て
い
ま
す
。

防
止
す
る
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
社

会
に
お
い
て
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら

次
の
よ
う
な
指
導
を
推
進
し
て
、
二

十
一
世
紀
を
背
負

っ
て
立
つ
現
在
の

少
年
た
ち
を
、
心
も
か
ら
だ
も
健
康
に

し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
非
行
を

4
4
4
4
4
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ヤジワ・テレホジコーナー

血 字、"可.， ..，.、，、，、，

3 

子どもの悩みや、 子どもに対する親

の悩み、不安等について、気軽に相談

に応ずるヤンクテレホンコーナーが富

山、高岡警察署に設けられています。

昨年 1年間に少年から 312件、おと

な(親〉から 146件の相談ガありましだ。

婦人補導員ガ相談を受けております

ので、気軽にご利用ください。

-富山警察署
よい 子のコーナー

(0764)41-5 0 5 7 
・高岡警察署

よいコーナー

(0766)24-4 1 5 7 

v'v、，、，、



向
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

非
行
の
兆
候

-
、
欠
席
、
遅
刻
、
早
退
、
ぬ
け
出

し
な
ど
、
学
校
生
活
が
乱
れ
る
0

.
帰
宅
が
遅
い
0

・
成
績
が
急
降
下
す
る
。

-
今
ま
で
の
友
と
離
れ
、
ま
じ
め
な

友
や
先
生
を
小
パ
カ
に
す
る
。

・
学
校
の
話
を
し
た
が
ら
な
い
。

2
、
家
族
と
視
線
を
合
わ
さ
ず
落
ち

つ
き
が
な
い
。

-
い
い
わ
け
や
う
そ
が
多
く
な
る
0

.
言
葉
が
乱
暴
に
な
る
。

-
隠
語
を
使
う
。

・
呼
ん
で
も
返
事
を
し
な
い
。

急
に
無
日
に
な
る
。

友
だ
ち
の
家
に
勉
強
に
い
く
と
偽

り
、
よ
く
外
出
す
る
。

た
寸
プ

み
一
折

、り一、自
由
M

一
者一護一保一

% 

私たち大人は何をなすべきか?

イ共の自革支がふえています。

昨年|月 一 6月の聞に、全国で 453人の少年、少女が

自草生しています。

なぜ、そんなに死に急 ぐのか十一一子供の自殺につい て

考えてみました。

次の世代を背負って立つ少年少女が、 ある日、自らの

手で生 命を断つ一一一子供の自殺ほど、私たち大人にとっ

て胸を突かれ る衝撃はありません。

最近の傾向は、性格 的にも明るく、何不自由な く育て

られ、と て も自殺など考えられな L'，いわゆる普通の子

予
と
も

{
丞
挺
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は

子
ど
も
の
人
格
を
形
成
す
る
基
盤
づ

く
り
の
場
で
す
。
そ
う
し
た
{
丞
挺
の

機
能
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
柱

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

園

豊
か
な
情
操
を
育
て
る
ニ
と

そ
れ
に
は
子
ど
も
が
家
庭
に
帰
っ

た
と
き
、
ほ

っ
と
緊
張
が
は
ぐ
れ
て

暖
か
さ
を
感
ず
る
よ
う
な
ふ
ん
い
き

食
事
が
不
規
則
に
な
り

食
欲
に

む
ら
が
あ
る
。

勉
強
部
屋
へ
家
族
の
出
入
り
を
拒

む?少年の
自殺前の状態
昨年中に自殺した少年40人

について、死の直前の状態を

分析してみますと一

.ふだんと変わらない

.死にたいと耐らす

.意気消沈する

.ノイローゼ症状

・家庭不和の状態

.受験に失敗する

.学校を休む

.仕事を休む

・自室に閉じこもる

.結婚をいやがる

.その他

3
、
金
づ
か
い
が
荒
く
な
る
。

-
買

っ
た
覚
え
の
な
い
物
、
だ
れ
の

物
か
わ
か
ら
な
い
物
を
持

っ
て
い

る

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

目

5

4

3

2

2

1

1

1

1

2

少
年
の
自
殺
|
あ
る
少
年
は
予
告

し
、
あ
る
少
女
は
快
活
に
ふ
る
ま
い

あ
る
少
年
は
ほ
ん
の
小
さ
な
失
敗
に

悩
ん
で
い
た
|
||。

見
れそ
ばの
ど
必れ
ずも
しが
も
理死大
解 と人
の直の
手結目
がす Jか
かるら

動
機
と
い

い
難
く
、

り
さ
え
も
見
え
な
い
場
合
が
多
い
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
の
気
持
ち

と
は
裏
腹
に
、
少
年
た
ち
は
な
ぜ
死

少年の自殺 〈富山県の実態〉

県内の自殺推移
15 

5 
人

10 

を
選
ん
だ
の
か
。

子どもの自殺防.Lt10か条
1. 自殺のサイ ンを見落とすな・..Jj)]けを求めるサインが必ずあ

る。 親はこのサインを事前に

察知するよう努めよう。

2.子 どもを孤独にするな・・・…...大人の無関心きが、チどもを

孤独に追いやっている。子ど

もの心 を見つめよう。

3.死の教育をするな・・・・・・………〔死ぬ気になってやれ〕等、死
とか殺すとかいう 言葉は、 簡

単に口にすべきではない。

4.子どもの頭で考えよう ・・・ー・・・・子どもは子どもなりに悩み心
配ごとを持っている。子ども

の立場になって考えてやろう。

5.家庭ではよく話し合おう ・・・・・・ 日頃から親子の対話、 ゆとり
をもってf妾しよ う。

6.親は聞き役にまわれー・ー・…・・子どもは常に〔聞いてく れる

人〕 を求めている。よ い聞き

f交になろう。
7.夫婦仲よ くしよ う…・…ー……ユーモアの中の光を見つけれ

ば、白殺へ一直繰に思いつめ

なくてすむ。

8.子どもは模倣で育つ……ー・ー・〔生命〕を大事にするしつけは、
まさに親の生活の模倣、 真似

といってよい。

9.しつけは、ふだんから.........(しつけ〕とは、 我が子が生き

ぬいていく知恵を豊かに身に

つけていくために、親が心 を

砕し、て、毎白毎日少しずつ積

み重ねていくもの。

10 . 親自身の性格を見直そう 一一・親の影響力は大き~¥ 0 最後の

どたん士まきで、子どもをIl)Jける

ことのできる親になろう。自

殺を防ぐことは、同時に生き

ていくことを教えることにな

る。

本
県
に
発
生
し

た
少
年
(
十
九
才

未
満
)
の
自
殺
に

つ
い
て
、
性
別
、

動
機
な
ど
、
そ
の

背
景
を
ま
と
め
て

み
ま
す
と
、
次
表

の
と
お
り
で
す
。

を
作
り
出
す
こ
と
で
す
。
食
事
中
に

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

4 

悪
い
こ
と
は
悪
い
」
と
し
か
れ
る
だ

け
の
き
び
し
い
親
の
態
度
は
、
ほ

争
い
を
し
た
り
、
食
事
を
怠
け
て
親

し
い
も
の
で
す
。)

に
怒
ら
れ
る
な
ど
は
、
お
よ
そ
団
ら

-
適
応
の
能
力
を

養
う
こ
と

適
応
の
能
力
は
、
家
庭
の
中
の
さ

ま
り
や
、
秩
序
に
従
う
よ
う
に
し
つ

け
ら
れ
る
こ
と
と
、
困
難
を
克
服
す

ん
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
い
え
ま
す
0

・
自
主
性
を
伸
ば
す
こ
と

自
分
で
考
え
自
分
で
行
動
す
る
力

を
育
て
て
や
る
こ
と
で
す
。
放
任
で

る
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

は
な
く
子
ど
も
を
見
つ
め
な
が
ら
も

口
を
出
し
た
り
手
を
貸
し
た
り
し
な

い
こ
と
で
す
。
親
が
望
む
よ
い
子
の

「
わ
く
」
に
は
め
ら
れ
て
は
、
子
ど

も
の
自
主
性
は
伸
び
ま
せ
ん
。(
た
だ

育
て
方
の
結
果
は
思
春
期
以
後
に

現
わ
れ
て
く
る
も
の
ー
ー
ー
あ
な
た
の

家
庭
は
、
こ
の
三
つ
の
柱
に
適
合
し

て
い
ま
す
か
。

-
高
価
な
物
を
手
に
入
れ
て
い
る
。

5
‘

い
か
が
わ
し
い
本
や
写
真
を
か

-
特
定
の
型
の
製
品
や
、
特
定
の
会

く
し
て
い
る
。

杜
の
商
品
に
異
常
に
執
着
す
る
。

-
異
性
の
下
着
を
も
つ
0

.
下
着
が
派
手
に
な
る
0

.
化
粧
し
た
り
、

4
、
相
手
の
わ
か
ら
な
い
呼
び
出
し

電
話
が
よ
く
か
か
る
。

マ
ニ
キ
ュ
ア
や
色

見
な
れ
な
い
友
だ
ち
が
訪
れ
る
よ

つ
き
の
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
る
。

つ
に
な
る
。

友
人
と
家
族
を
近
づ
け
た
が
ら
な

6
、
タ
バ
コ

を
持
つ
。

マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

し、
。

-
酒
を
飲
む
。

金
品
の
貸
し
借
り
が
多
い
。

パ
チ
ン
コ
、
麻
雀
等
に
強
い
関
心

オ
ー
ト
バ
イ
を
持

っ
た
友
人
が
出

を
示
す
。

入
り
す
る
。

不
必
要
な
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤

異
性
の
友
に
関
心
が
強
く
な
る
。

鎮
痛
剤
な
ど
を
持

っ
て
い
る
。

みぐ 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 
中 学生

2 l l 4 2 l 
(1) (1) (2) (1) 

高校生
l 4 2 4 2 5 10 5 3 9 

(1) (1) (1) (4) (2) (1) (1) (4) 

各種学校
2 l 
(1) 

大 学生
l l 
(1) 

有職少年
2 l 2 3 2 l l 2 3 

(1) (2) (2) (2) (1) (1) 

無職少年
l 2 2 1 l l l 2 

(1) 

言十
4 7 6 10 6 10 17 10 5 14 

(1) I (1) I (3) I (3) I (5) I (6) (5) (2) (2) (4) 

注詰玖 44 451146 47 48 49 50 51 52 53 
学校問題

2 2 2 3 5 7 3 3 7 

(1) (1) (1) (2) (1) (1) 

病 苦等
1 2 1 3 1 2 2 l 

(1) (1) (2) (1) 

男女問題
2 2 2 4 2 1 

(2) (2) (2) (2) (1) 

交通事故
2 

家庭問題
l 1 1 

(1) (1) 

不 詳
1 

そ の 他
l 3 3 2 2 l 4 l 2 4 
(1) (1) (2) (2) (1) (1) (1) 

5 

c主)( )は女子で内数
自殺の原因・動機別

)は女子で内数(注) ( 



子
供
の
心
を
読
み
と
る
努
力
を

一
口
に
自
殺
と
い

っ
て
も
、

動
機
や
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
大

人
に
と

っ
て
は
H
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ

と
で
:
:
:
。
と
、
理
解
し
が
た
い
一

少
年
の
自
殺
は

日
ご
ろ
接
し
て
い

る
家
族
や
学
校
の

先
生
、
友
だ
ち
も

周囲の人に助けを求める

気
づ
か
な
い
ま
ま
、

E霊翠翠IPJ墨藍冨翠ヨ

L 
何
の
前
ぶ
れ
も
な

く
突
然
起
こ
る
、

と
思
わ
れ
て
い
る

ょ
う
で
す
。

し
か
し
、
あ
と

に
な

っ
て
考
え
て

み
る
と

「
そ
う
い

え
ば
話
し
た
い
こ

と
が
あ
る
、
と
い

っ
て
い
た
」
と
か

「
な
ん
と
な
く
無

口
に
な

っ
た
」「
顔
色
が
さ
え
な
か

っ

た
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
兆
候
に
思

い
当
た
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

農
業
年
金
と
は

農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
者
の

た
め
の
年
金
制
度
で
す
。
農
業
経
営

を
譲

っ
て
隠
居
し
た
六
十
歳
以
上
の

方
や
、
老
令
に
な

っ
た
際
に
年
金
を

支
給
さ
れ
ま
す
。

-
加
入
で
き
る
人
は

農
業
者
年
金
に
は
、
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
当
然
加
入
」

と
、
希
望
し
て
加
入
で
き
る

「
任
意

加
入
」
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
対
象
と
な
る
方
は
表
1
の
と
お
り
。

-
保
険
料
が
あ
が
り
ま
す

昭
和
五
十
三
年
中
は
一
カ
月
二
千

そ
の

面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
少

年
た
ち
は
、
苦
し
み
ぬ
き
、
そ
の
結

あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
少
年
た

ち
の
心
を
読
み
と
り
、
死
に
急
ぐ
気

持
ち
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
、

私
た
ち
大
人
は
何
を
な
す
べ
き
か
|
。

ご
参
考
ま
で
に
、
警
視
庁
が
ま
と

め
た

「
少
年
の
自
殺
防
止
十
則
」
か

ら
、
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

---zz・・・====・・・・・・zz-zz----zzz・=z--ZZEz
---====--
zz-
---zzz--ZE
--z・・==-------zzz-z

つ

自
殺
し
よ
う
と
す
る
少
年
は
、
自

殺
に
よ

っ
て
現
在
の
つ
ら
い
状
況
か

ら
逃
げ
出
し
た
い
と
願
う
半
面
、
ど

う
に
か
し
て
助
か
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
強
く
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が

「
予
告
兆
候
」|
|
つ
ま
り
、
自
殺

の
サ
イ
ン
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
す
。

恥

八
百
七
十
円
で
し
た
が
、
今
年
は
一

月
か
ら
三
千
二
百
九
十
円
に
上
が
り

土
JF
lし
れ
~
。

た
だ
し
三
十
五
歳
未
満
の
後
継
者

の
場
合
は
二
千
三
百
五
十
円
で
す
。

保
険
料
は
原
則
と
し
て
二
十
年
以

上
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
年

令
に
よ

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
期
間

を
五
年
(
大
正
五
年

1
九
年
生
れ
)

か
ら
十
九
年
(
昭
和
九
年
生
れ
)
に

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
が
訴
え
か
け
る
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
家
族
や
周
囲

の
人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
何
で
も
話
し

あ
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
そ
の
サ
イ
ン
で
す
が
、
「
学

校
を
や
め
た
い

」「
も
う
家
族
の
重
荷

に
な
ら
な
く
て
す
み
そ
う
」
「
旅
に
出

る
」
な
ど
の
間
接
的
表
現
に
始
ま
り

気
分
が
沈
み
が
ち
で
顔
色
も
さ
え
ず

い
ら
だ
ち
、
不
眠
、
食
欲
不
振
な
ど

の
兆
候
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、

「
生
き
て
い
て
も
つ
ま
ら

な
い

」
と
い
う
よ
う
な
直
接
的
な
サ

イ

ン
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
日
記
や

ノ
ー
ト
を
焼
き
捨
て
る
な
ど
、
身
辺

の
整
と
ん
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

も
は
や
危
険
な
サ
イ
ン
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う。

保
険
料
の
特
例
納
付
、
か

あ
り
ま
す

五
十
四
歳
の
人
が
い
ま
加
入
手
続

き
を
す
る
と
、
六
十
議
ま
で
六
年
間

，
で
す
。
保
険
料
の
納
付
は
加
入
前
二

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
八
年
間
の
保
険
料
納
付
期

間
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
受
給
に
必

要
な
十
年
に
は
二
年
不
足
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
が
多
い
の
で
、
こ

の
救
済
処
置
と
し
て
こ
の
た
び
制
度

農
業
年
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

当然加入被保険者 任意加入被保険者

.50アール以上 .30アール-50
イ固
の農業経営主 アール未満の

思Ij

資 農業経営主

格 -農業生産法人

要
の構成員

件

-後継者

-国民年金の被保険者であるこ

と

ノま七、 -年齢=昭和46年 1月1日にお

通 いて55歳を超えない者(大正

資 5年 l月2日以降に生まれた

格 かた)

要 .60歳に達する月の前月までの

件 被保険者期間等が20年以上と

なるかた(ただし、年齢に応じ

5-19年の期間短縮措置あり )

果
、
自
ら
の
生
命
を
断
っ
た
の
で
す
。

そ
の
胸
中
た
る
や
、
察
す
る
に
余
り

励ましがかえって重荷になることも

表 1

- "9E0)~~" ~冨軍国E置

L 
た
と
え
ば
、
受

験
勉
強
|
|
O

H
死
ぬ
気
に
な

っ
て
や
れ
ば
、
で

き
な
い
こ
と
は
な

ぃ
H
H
死
ん
だ
気
に

な

っ
て
や
れ
H
|
|

な
ど
と
励
ま
し
て

い
る
つ
も
り
で

子
供
を
死
へ
追
い

ゃ
る
よ
う
な
教
育

を
し
て
い
な
い
で

し
よ
う
か
。

な
ど
を
見
て
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
怖
い
の
で
す
。

殺
さ
れ
た
は
ず
の
タ
レ
ン
ト
が

チ

ャ
ン
ネ
ル
を
回
す
と
、
ち
が
う
番

組
で
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら
歌
っ

て
い
る
。

子
供
は
目
の
前
の
苦
痛
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
自
殺
(
の
行
為
)
を
選

ぶ
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

自
殺
に
は
、
必
ず
H
準
備
状
態
H

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ふ
だ
ん
耳

に
し
て
い
る

か
死
の
教
育
。
が
、
潜

で
は
H
そ
ん
な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し

と
も
知
ら
ず
に
|
|
。

だ
。
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
て
い
る

死
の
恐
怖
を
十
分
に
知

っ
て
い
る
の
で

か
死
ん
だ
気
に
な

っ

て
。
努
力
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

し
か
し
、
子
供
は
死
の
意
味
、
自

殺

の
意
味
を
十
分
理
解
し
て
お
ら
ず
、

た
だ
、
自
殺
の

コ
打
為
」
は
テ
レ
ビ

大
人
は
、

の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
、
昭
和
四
十

ハ
年

一
月
以
降
の

保
険
料
を
特
例
的

に
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

-
特
例
納
付

で
き
る
人
は

経営移譲年金

農業者老齢年金

国民年金付加給付

経営移譲年金
国民年金定額給付

ト一一一60-64歳 65歳以上一一 ー

農業者年金の給付の型表2

①
現
に
加
入
し
て

い
る
当
然
加
入

者
お
よ
び
任
意
加
入
者

②
前
に
当
然
加
入
者
ま
た
は
任
意
加

入
者
と
し
て
加
入
し
、
そ
の
後
資

格
を
喪
失
し
て
い
る
か
た
。

③
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
以
前

の
期
間
に
つ
い
て
当
然
加
入
資
格

を
有
し
て
い
る
か
た
で
、
加
入
手
続

き
を
と

っ
て
い
な
か

っ
た
か
た
。

-
納
付
対
象
の
期
間
は

昭
和
四
十
六
年
一
月
か
ら
昭
和
五

十

一
年
六
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
0

.
納
付
の
金
額
お
よ
び
期
間
は

特
例
納
付
/

一
カ
月
三
千
六
百
円
。

申
し
出
の
期
間
は
五
十
三
年
七
月
一

日

1
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

6 

在
的
に
心
の
中
に
そ
の
影
を
落
と
し

て
行
き
、
あ
る
瞬
間
に
自
殺

へ
と
か

り
た
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

小
さ
な
失
敗
を
恐
れ
さ
せ
ず
、
も

う

一
度
困
難
に
挑
戦
さ
せ
る
ね
ば
り

強
き
を
植
え
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

人
生
は
、
死
ん
だ
つ
も
り
で
や

っ
て

も
、
期
待
ど
お
り

の
結
果
が
い
つ
も

出
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

で
。

-
給
付
は

【
経
営
移
譲
年
金
}

被
保
険
者
が
経
営
移
譲
を
し
た
際

フ

に
六
十
歳
以
降
か
ら
支
給
。

【
農
業
者
老
齢
年
金
】

被
保
険
者
が
六
十
五
歳
か
ら
支
給

(表

2
を
参
照
の
こ
と
)。

【
死
亡
一
時
金
・
脱
退
一
時
金
}

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
り
、
脱
退

し
た
際
に
支
給
。

* 

* 

こ
の
他
、
離
農
給
付
金
制
度
等
く

わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

・
農

業
協
同
組
合
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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21墨
2れ
手た
妥食
及 a
生 園田

jiで
理 事r
的

人
闘
が
生
活
を
営
む
う
え
で
望
ま
し
い
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
考
え
る
と
き
、
穀
類

に
よ
る
供
給
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
、
全
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
半
分
が
理
想
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

F 44.3 

PFCカロリー上iニ

C 69-57 

図 1内
で
十
分
供
給
力
が
あ
り
、

米
は
第
一
級
の

カ
ロ
リ
ー
食
品
で
す

玄
米
の
粒
は
、
外
皮
五
、
腔
芽

腔
乳
九
十
二
の
割
合
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
、
私
た
ち
の
食
べ
る

白
米
は
、
こ
の
恒
乳
部
で
す
。

白
米

は
、
七
十
七
軒
の
で
ん
ぷ
ん
、
六
が
れ

の
タ
ン
パ
ク
質
が
主
な
栄
養
素
で
す

が
、
こ
の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン
や
セ
ン
イ

な
ど
い
ろ
い
ろ
の
栄
養
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
(
図

3
参
照
)

消
化
吸
収
率
も
よ
く
、
精
白
米
、

百
す
当
り
、
一
二
百
五
十
一
カ
ロ
リ
ー

の
栄
養
価
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ

は
白
米
四

i
五
合
あ
れ
ば
お
と
な
の

一
日
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
が
十
分
ま

か
な
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
カ

ロ
リ

l
食
品
と
し
て
は
第
一
級
の
も

の
で
す
。

F 22.4 

*日本は1976年、アメリカ、フランス

は1973年、インドは1970年。

P 9.9 

F 43.9 

*国立栄養研究所、宮崎基恵氏指導により

食料需給表から試算。

、.

私
た
ち
の
主
食
と
し
て
の
米
の
地
位

図3
米の栄養価

米
は
良
質
で
経
済
的
な

タ
ン
パ
ク
源
で
す

米
は
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
タ
ン
パ
ク

質
を
補
給
し
て
く
れ
ま
す
。

卵を100とした場合の

タンパク質の栄養価

(プロティンスコア)

牛乳

図 4

私
た
ち
が
日
常
摂
取
す
る
食
品
は
、

た
ん
白
質

(
P
)、
脂
肪

(
F
)、
炭
水

化
物

(
C
)の
三
成
分
に
分
類
さ
れ
ま

大

切

な

国

《
食
糧
》
と
り
わ
け
穀
物

の
国
内
自
給
率
は
、
三
十
七
行
(
昭

現
在

和
五
十
年
度
)
と
極
め
て
低
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
従
来
か

ら
米
以
外
の
麦
、

大
豆
な
ど
の
穀
物

と
し
て
必
要
な
農
産
物
へ
の
転
作
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
急
激
な
自
給

率
の
向
上
を
望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
食
糧
問
題
は
、
資
源
問
題
で
も
あ

り
、
い
つ
で
も
欲
し
い
だ
け
作
っ
た

り
購
入
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
限
度

が
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本
で
必
要
量

が
確
保
で
き
る
の
は
米
し
か
な
く
、

当
面
、
米
の
需
給
均
衡
を
図
る
こ
と

が
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
の
過
剰
は
、
昭
和
四
十
年
以
降

か
ら
発
生
し
ま
し
た
が
、
過
剰
の
要

す
。

カルシウム 6mg

センイ 0.3g 

米
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
子
供
の
成

長
に
必
要
な
、
リ
ジ
ン
を
多
く
含
ん

で
お
り
、
穀
物
の
中
で
大
豆
と
並
ぶ

最
高
の
質
で
、
タ
ン
パ
ク
質
の
単
価

も
経
済
的
で
す
。
(
図

3
参
照
)

す
。

そ
の
理
想
的
な
比
率
は
、

P
十

一
1
十
三
許
、

F
二
十

1
三
十
軒
、

C
六
十
九

i
五
十
七
旬
、
れ
と
い
わ
れ
、

現
在
の
日
本
人
の
食
生
活
は
、
図
ー
の

よ
う
に
理
想
的
な
も
の
と
な

っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
に
み
ら
れ

守
合
レ
品
、
っ
手
旬
、

欧
米
追
従
型
の
食
生
活

内

食

糧

因
は
、
生
産
技
術
、

肥
料
、
農
薬
な

ど
の
向
上
か
ら
反
収
も
上
が
り
、
生

年q
J
 

産
量
自
体
が
増
加
し
た
の
も
事
実
で

幻

す
。
し
か
し
、
最
大
の
理
由
は
、
食

新

生
活
の
多
様
化
等
に
伴
い
、
消
費
者

給

の
米
離
れ
に
よ
る
消
費
量
の
減
少
だ

晴

と
い
、
え
ま
す
。

穀

現
に
、
昭
和
三
十
七
年
当
時
の
国

の一主

民
一
人
当
り
の
米
の
消
費
が
あ
れ
ば
、

組

一
千
三
百
万
J
以
上
の
生
産
量
が
な

先

け
れ
ば
、
米
は
不
足
し
て
ま
い
り
ま

援

す
。

日
本
で
は
、
米
が
過
剰
で
あ
る

反
面
毎
年
大
量
の
小
麦
や
飼
料
を

即

輸
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
日
本

は
世
界
一
の
食
糧
輸
入
国
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
食
糧
の
輸
入
が
い
つ
ま

で
も
続
く
保
証
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
、
国

米
は
ど
ん
な
料
理
に
も

マ
ッ
チ
し
ま
す

米

「

ご

は

ん

」

は

和

食

、

洋

食

お
よ
び
中
華
食
な
ど
、

ど
ん
な
料
理

に
も
合
う
栄
養
食
品
で
す
。

こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
近
年
欧
米
諸
国
で

は
、
米
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
美
容

お
よ
び
健
康
食
と
し
て
、

ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

米
に
つ
い
て
正
し
い

イ
メ
ー
ジ
を

も
ち
ま
し
ょ
う

従
来
「
ご
は
ん
」
を
食
べ
る
と

プロティンスコアとは

タンパク質の人体内での利用効率を示

すタンパク質の栄養価です。数値が高

いほど、質の良いタ ンパク質で、体内

で効果的に利用されます。

魚

が
今
後
と
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

れ
ば
、
自
然
に
脂
肪
の
摂
取
が
多
く

な
る
こ
と
は
必
然
と
い
え
ま
す
。

こ

の
た
め
欧
米
追
従
型
の
食
生
活
を
反

泊
目
し

理
想
的
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

現
在
の
食
生
活
を
今
後
と
も
維
持
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日本(1976年) ]37% 

アメリカ
132% 

フランス
1172% 

イギリス 167% 

西ドイツ ]80% 

イタリア )66% 

100% 

巴

o % 

「
太
る
」
「
高
血
圧
に
な
る
」「
脚
気
に

な
る
」
さ
ら
に
、
「
頭
が
悪
く
な
る
」

な
ど
と
米
の
栄
養
に
つ
い
て
、
誤
っ

た
意
見
が
流
さ
れ
、
米
離
れ
の
一
要

因
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
医
学
的
、
栄
養
学
的
に

み
て
も
根
拠
の
な
い
も
の
で
す
。
米

に
は
そ
れ
ら
の
原
因
と
な
る
成
分
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
食
物
で
も
、
そ
れ
だ
け
で

完
全
な
食
品
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
を
と
る
た
め
に
は
、
い

く
つ
'
か
の
食
品
の
組
み
合
せ
が
大
切

で
す
。

* 

* 

g 

米
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
ど
ん
な
料

理
に
も
調
和
し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

米
食
の
日
本
人
が
、
バ
タ
ー
や
肉

を
多
く
食
べ
る
欧
米
人
の
平
均
寿
命

に
追
い
つ
き
、
追
い
越
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
日
本
食
は
外
国
で
も
流

行
し
て
お
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は

医
師
が
成
人
病
に
米
を
使

っ
た
、
食

餌
療
法
を
採
用
し
て
い
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

米
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。



む
か
し
¥
む
か
し
、、
だ
い
ぶ
む
か
し
の
こ
と
じ
ゃ

つ
だ
と
。

ひ

が

ん

じ

よ

今

は

な

あ
る
年
の
春
の
お
彼
岸
の
こ
ろ
¥
城
端
の
者
、
ガ
¥

京
都
の
ご
本
山
(
本
願
寺
)
へ
お
ま
い
り
に
い
つ
だ

と
。
ひ
ろ
い
み
堂
に
入
っ
て
¥
だ
ん
と
の
人
の
中
に

ま
じ
っ
て
参
っ
て
い
だ
が
¥
知
ら
ん
人
ば
っ
か
り
な

も
ん
で
¥
ち
ょ
っ
と
淋
し
う
な
っ
て
き
だ
。
そ
こ
で

と
な
り
の
人
に
そ
お
っ
と
¥《
ど
こ
か
ら
お
い
で
か
》

と
聞
い
て
み
芝
。
そ
の
人
は
高
岡
の
人
じ
ゃ
つ
だ
。

そ
れ
で
自
分
は
域
端
の
者
じ
や
と
い
っ
て
仲
良
く

な
っ
だ
。
同
じ
越
中
の
国
の
者
な
の
で
¥
旅
の
連
れ

に
つ
ご
う
が
よ
う
て
喜
ん
だ
と
。
そ
れ
か
ら
は
¥
宿

も
と
も
に
京
都
見
物
も
い
っ
し
ょ
に
ま
わ
っ
て
み
芝
。

そ
の
う
ち
に
国
ヘ
帰
る
白
ガ
来
た
。
出
辺
胞
か
ら

ん
、
だ
か
ら
¥
す
っ
か
り
弱
っ
て
、

《
こ
り
ゃ
し
ま
っ

だ
》
と
思
う
た
。
、
だ
け
ど
¥
い
ま
さ
ら
う
そ
、
だ
っ
芝

と
も
言
え
ず
¥
高
岡
の
者
と
連
れ
立
っ
て
町
の
中
ヘ

出
た
。

あ
ち
こ
ち
回
っ
て
ど
う
す
り
や
よ
い
か
と
蓄
え
と

っ
た
ら
¥
町
通
勺
に
『
こ
と
し
ゃ
み
せ
ん
』
と
書
い

だ
¥
琴
と
三
昧
線
を
売
る
屈
の
看
板
、
ガ
自
に
つ
い
だ
。

城
端
の
者
は
¥
と
ぼ
け
だ
よ
う
な
顔
し
て
¥
高
岡
の

者
に
言
つ
だ
。

コ
」
り
や
し
も
た
。
あ
の
看
板
に
書
い
て
あ
る
よ

う
に
¥
こ
と
し
ゃ
み
せ
ん
(
今
年
や
見
せ
ん
)
こ
と

に
な
っ
と
っ
芝
。
だ
い
へ
ん
気
の
ど
く
じ
ゃ
つ
だ
わ

、、‘.，lν
L
 

と
言
つ
だ
。

そ
れ
を
聞
い
だ
高
岡
の
者
は
残
念
が
っ
て
帰
っ
て

い
つ
だ
そ
う
な
。

だ
け
ど
奴
端
の
者
は
¥
冷
汗
を
か
い
て
¥
高
岡
の

人
に
す
ま
な
ん
だ
と
思
う
だ
と
。

こ
応
評
を
得
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
L

は
¥

四
月
か
ら
¥
各
市
町
村
に
伝
わ
る
代
表
的
民
話
に
総
を

つ
け
て
¥
市
町
村
か
ら
提
出
し
て
い
だ
だ
い
だ
も
の

を
登
載
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

解

説

こ
れ
は
南
砺
地
方
の
民
話
で
あ
る
。

全
国
的
に
類
話
が
あ

っ
て
、
笑
話
の

中
の
大
も
の
く
ら
べ
の
型
で
あ
る
。

と
ん
ち
ば
な
し
で
も
あ
り
、
何
か

憎
め
な
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。

ぷ
ん
・

石
崎
直
義

え

-
久
米
宏

一

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の
ぺ
|
ジ
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

北
陸
路
へ
い
っ
し
ょ
に
連
れ
立
つ
だ
。
楽
し
く
い
ろ

ん
な
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
き
疋
。
途
中
、
加
賀
の

い
物
が
あ
る
ぞ
o

燥
が
戴
と
い
う
て
な
。
城
も
¥
町

の
家
も
、
人
も
み
ん
な
入
る
鼻
、
じ
ゃ
。
ち
ょ
っ
と
珍

山
代
の
湯
で
一
晩
泊
っ
た
。
そ
の
と
き
¥
高
岡
の
者

し
か
ろ
う
ね
し

が
こ
ん
な
話
を
し
だ
。

J
」
う
し
て
い
っ
し
ょ
に
旅
が
で
き
だ
の
も
何
ガ

一度
¥
高
岡
ヘ
遊
び
に
い
ら
っ

や
が
て
越
中
の
国
に
入
っ
た
。
城
端
の
者
は
高
岡

の
者
に
す
す
め
ら
れ
だ
の
で
¥
高
岡
ヘ
遠
回
り
し
て
、

の
ご
縁
、
じ
や
わ
い
。

し
ゃ
ら
ん
か
。
わ
し
の
町
に
は
、
で
っ
か
い
で
か
い

銅
の
仏
さ
ま
が
あ
る
。
奈
良
の
大
仏
さ
ま
に
は
か
な

わ
ん
が
¥
鎌
倉
の
大
仏
さ
ま
よ
り
も
で
か
い
。
日
本

で
二
番
目
じ
や
ろ
う
。
帰
り
し
な
に
高
岡
を
ま
わ
っ

て
¥
い
っ
ぺ
ん
見
と
け
や
¥
よ
い
話
の
種
に
な
る
ぞ
。

銅
の
大
仙
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。

そ
し
て
無
事
に
家
へ
も
ど
っ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
だ
っ
と
、
城
端
の
者
は
高
岡

の
者
に
口
、
だ
け
の
自
慢
話
を
忘
れ
て
し
も
だ
。
と
こ

ろ
が
¥
あ
る
日
、
ひ
ょ
つ
ん
と
高
岡
の
者
、
か
城
端
の

と
こ
ろ
で
城
端
の
町
に
も
何
か
で
か
い
¥
珍
し
い

物
、
ガ
あ
つ
だ
ら
見
だ
い
も
ん
じ
ゃ
L

者
の
家
ヘ
訪
ね
て
き
だ
。
そ
し
て

域
端
の
者
は
ち
ょ
っ
と
返
事
が
で
き
ず
因
つ
だ
、ガ¥

負
け
ん
気
、
だ
い
て
言
つ
だ
。

《
城
、
ガ
鼻
と
い
う
で
か
い
鼻
を
見
物
に
来
だ
か
ら

案
内
し
て
く
れ
っ
し
ゃ
い
》
と
い
う
だ
。
域
端
の
者

「
そ
う
じ
ゃ
な
。
お
ら
の
と
こ
の
町
に
も
で
っ
か

は
、
ま
さ
か
ほ
ん
と
う
に
来
る
と
は
思
わ
な
ん
だ
も



大内賞に輝く

「路斉樹票のかんどころ」

W

酒
酔
い
運
転
は
一

回
で
免
許
取
り
消
し
“

道
路
交
通
法
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
酒
酔
い
運

転
の
基
礎
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ
て

一
回
で
免
許
の
取
り
消
し
に
な
る
ほ

か
、
無
車
検
、
無
保
険
運
行
等
の
違

反
行
為
に
も
新
し
く
点
数
が
つ
け
ら

れ
、
行
政
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
特

別
な
処
遇
を
受
け
る
な
ど
、
点
数
制

度
が

一
部
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

点
数
制
度
を
よ
く
知
ら
な
か

っ
た

と
ら
な
か

っ
た
と
き
ー
ー
ー
ニ
点

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て

自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
行
為
を

し
た
と
き
|

|

一
点

-
自
動
車
が
高
速
自
動
車
国
道
等
に

お
い
て
、
故
障
等
の
理
由
に
よ
り

停
止
す
る
場
合
の
表
示
義
務
を
怠

っ
た
と
き
|
|
一
点

優
秀
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
特
別
な
処
遇

一
点
ま
た
は
二
点
の
軽
微
な
違
反

行
為
を
し
た
者
で
い
そ
の
軽
微
な
違

反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

過
去
二
年
以
内
に
違
反
行
為
を
し
た

こ
と
が
な
く
、
か
つ
、
そ
の
軽
微
な

違
反
行
為
を
し
た
後
、
違
反
行
為
を

ペ
ー
ー
-
」
斗
品
、

J

l

l

 

し
な
い
で
三
カ
月
を
経
過
し
た
ド
ラ
イ

そ
の
軽
微
な
違
反
行
為

を
累
積
点
数
の
計
算
上
は
、
違
反
行

為
に
含
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

巨E H… 
し2山年制以上L_jι一3似」ι千一
前 2+ 2i+ω=ι〈豆豆〉←」

昭和53年分の所得税や贈与税、個

人事業税、住民税などの確定申告の

期限は 3月15日闘です。

期限間近かになると、税務署は大

変混雑し、長い間待っていただくこ

とにもなりますから、できるだけ早

く申告を済ませるようにしてくださ

た
め
に

大
切
な
免
許
証
が
取
り
消

度す
をる
A 事

一T '-ーと
度の
修な
得い
しょ
まっ
しに
よ

う点
。数

市IJ

新
設
さ
れ
た
点
数
の
つ
け
ら
れ
る
違
反
行
為

' げ がそとす的て しにるが極交
。取ら、れがるに反酒ても死発め通塑

i りれ 十 に認可も覆 酔 なか亡生てに酔
消、 ニ つめ能他性 い くか率し高与い j
さ酒 点け ら d のが 運 なわがたくえ運 ;
れ酔 か られ F 違高 転 りら非場、る転
るいられる大反くはまず常合交危 . 

; 三運 十る のき行 J 、せ依 l三に通険 ' 
と転 五 点ていい為統極ん然尚お事性道 j
lこ定 点数、 こをまfめ。といけ故が路 i

: なけ に

; ;五 2E官'1ii~歪彊 15点、 lこ引き上げ|
; し許 上 ーーーーーーーーーーー- t ; 

険
を
生
じ
き
せ
る
行
為
等
を
し
た

と

き

|

|
九
点
(
一
回
で
免
許
停

止
処
分
)

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て

燃
料
不
足
等
に
よ
り
自
動
車
を
運

転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た

と
き
や
、
積
載
し
て
い
る
物
を
転

落
さ
せ
、
あ
る
い
は
飛
散
さ
せ
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

し、。

【所得税】

①事業をしている人や不動産収入の

ある人、 53年中に土地を売っ た人

など。

②サラリーマンで、給与の年収が 1

千万円を超える人や 2カ所以上か

ら給与を受けている人、給与以外

の所得が20万円を超える人。

また確定申告をしなくてもよいサ

ラリーマンでも 、雑損控除や医療費

控除、住宅取得控除などが受けられ

る人は、確定申告をして、税金の還

付を受けることができます。

【贈寄税】

昭和53年中にもら った財産の価格

の合計が、 60万円を超える人。

【住民税}

所得税の確定申告の必要のない人

で、次の①~③以外の人。

①前年中に所得がなかった人。

②前年中の所得が給与所得のみの人

③前年中の所得が市町村の条例ても定

める金額以下の人。

などです。

所得や税額の計算の仕方、申告書

の書き方などで、わかりにくい点が

ありましたら、最寄りの税務署へお

気軽におたずねください。確定申告

の期間中は、税務署のほか、市町村

や税理士会でも無料で相談に応じて

いますから、ご利用ください。

申告の必要があるのは

交 通 i主反 の 経類 点数 酒び会点t数帯 交 通違反の種類 点数 酒ぴ気点骨数f 

酒 酔 L、 遭

ー=
15 通 行 帯 違 反 7 

麻 薬 等 遭 転 15 路線 パス 等優先通行管違反 7 

共同危険行為等禁止違反 9 軌 道 敷 内 違 反 7 

無 免 6午 運 転 8 9 道路外出右左折方法違反 7 

大型自動車等無資格運転 8 9 道路外出右左折合図卓妨害 7 

似免許運転違反 8 9 指定横断等禁止 i主反 7 

酒 気 者f び 連 転 6 車間距離不保持 7 

過 労 運 転 等 6 進路変更禁止 i主反 7 

無 車 検 遭 行 6 9 追い付かれた車両の義務違反 7 

無 保 険 遭 rr 6 9 乗合自動車発進妨害 7 

25 凶以上 6 9 割 込 み 等 7 

速度超過 20km以上25km未満 2 7 交差点右左折方法違反 7 

15km以上20km未満 7 交差点 右左折等合図卓妨害 7 

15 km 未満 7 指定通行区分違 反 7 

讐察官現場指示違反 2 7 交差点優先卓妨害 7 

讐察官通行祭止制限違反 2 7 緊 急、 卓 妨 ?回杭 等 7 

信号無視 f 色 等 2 7 駐 {亭 E巨 1占邑 反 7 

滅 2 7 交差点等進入禁止違反 7 

通 '1T e刃sミ 止 i皇 反 2 7 無 燈 火 7 
歩行者用道路徐行違反 2 7 i威光等義務違反 7 

通 行 区 分 違 反 2 7 メE入3 図 不 E量 行 7 

歩行者側万安全 間隔不保持等 2 7 メ口泊、 図 制l 限 i主 反 7 

急プレーキ禁止途反 2 7 警音器吹鳴義務違反 7 

法定横断等禁止違反 2 7 来卓積載方法 i主反 7 

追 越 し 進 反 2 7 定 民 外 来 !II 7 

路面電車後方不停止 2 7 積載物大きさ制限超過 7 

踏 切 不 {亭 止 等 2 7 積載方法制限超過 7 

しゃ断踏切J 立入り 2 7 制限外許可条件違反 7 

優先道路i!B行車妨害等 2 7 (t ん づ| i事 反 7 

交差点安全進行義務違反 2 7 原付けん 51 迎反 7 

機断歩行者等妨害等 2 7 転手害等防止措置義務 i主反 7 

1余 fr 場 p)T i主 反 2 7 安全不確認ドア開放等 7 

指定場所 一 時不停止等 2 7 停止十昔置義務ii.¥ bi. 7 

械載物重
10 割以上 2 7 初心運転者等保護義務 i主反 7 

5割以上10割未満 2 7 初心逆転者遵守事項述反 7 
量制限超過

5 ~刊未満 7 来卓用へル/ '/ 卜，û用義務~ 反 7 

整備不良
制l動装置等 2 7 自動一事歯車乗車方法違反 7 

尾燈等 7 最 {5; 速 度 正且 反 7 

安全 運転義務 i主反 2 7 本線車道通行車妨害 7 

幼児等通行妨 害 2 7 本線車道緊急妨害!ji 7 

安全 地帯徐行違反 2 7 本線車道出人万法 i主反 7 

高速自動車国道等措置命令違反 2 7 故障車両表示穫務違反 7 

本線車道横断等祭止違反 2 7 仮免許練習標識表示義務i主反 7 

高速自動車極道等遭阪者遵守事項違反 2 7 iJt. l立 jJ 選i 転

免 面午 条 {キ 返 反 2 7 公安 委員会遵守 4'.ffj j主反
道路使用 2 警 音 器使矧制限it.l反

保管渇所法違反 長時間駐車 逆 行記録計 不備

混雑緩和措置命令違反 7 免 言午 証 不 J持 手許

通行許可条件違 反 7 

し
に
な

っ
た
り

亭
止
こ
な
っ
ピ
り

1
J
I

2

J
ー

運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
者
が

道
路
交
通
法
以
外
の
関
係
法
令
(
道

路
運
送
車
両
法
、
自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
)
に
違
反
し
た

場
合
に
も
、
行
政
処
分
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

-
無
車
検
の
自
動
車
を
運
転
し
た
と

き

|

|
六
点
(
一
回
で
免
許
停
止

差変動する経済社会、生きだ経済ガ註にで

もわかるように、日常使われている経済用

語を最近の統計を用いて平易に要領よくま

とめだ経済の入門書。

<>増補改訂竹版(54年1月刊行)

<> 86版 200頁収録項目108
<>定価 600円(送料別)

<>お申し込み・お問合せ

〒930富山市新総曲輔1-7

富山県統計協会(県庁内)

宮(0764)31-4竹1(内線404~409)

交通違反の点数

処
分
)

無
保
険
の
自
動
車
を
運
転
し
た
と

き
ー
l
六
点
(
一
回
で
免
許
停
止

処
分
)

道
路
を
車
庫
と
し
て
使
用
し
た
と

き
I
l
l
--
点

長
時
間
自
動
車
を
道
路
に
駐
車
さ

せ
た
と
き
i
l
l
-
点

道
路
交
通
法
上
、
新
し
く
点
数
が

つ
け
ら
れ
る
な
ど
行
政
処
分
の
対
象

と
な
る
違
反
行
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。麻

薬

覚
せ
い
剤
等
の
影
響
に
よ

り
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
状
態

で
自
動
車
を
運
転
し
た
と
き

l
i

l

-

-

十
五
点
(
一
回
で
免
許
証
取

り
消
し
)

二
台
以
上
の
自
動
車
ま
た
は
原
動

機
付
自
転
車
を
連
ね
て
通
行
す
る

場
合
等
に
お
い
て
は
、
共
同
し
て

著
し
く
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危

オ2

⑧ l 逃 h止をした場合に州公を知びていたときは「油気帯び山政J の，山、数となります。
2 表中太字の違反についての 山数iよ、附相53年 12月l日からぬ行されるものです。
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変
わ
り
つ
つ
あ
る

相
談
の
内
容

前
表
は
昨
年
一
カ
年
に
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
(
高
岡
分
室
を
含
む
)
に

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
相
談
件
数
で
す
。

こ
の
数
字
を
基
本
と
し
て
、
過
去

の
統
計
を
参
考
に
し
な
が
ら
消
費
者

相
談
の
特
色
を
考
察
し
て
み
ま
す
と
、

①
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

と
く
に
契
約
条
件
や
販
売
方
法
な

ど
に
か
か
わ
る
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
消
費
生
活
の
多
様
化
、

高
度
化
に
伴
う
男
性
の
相
談
が
伸

び
て
い
ま
す
。

職
業
別
に
し
て
も
、
主
婦
に
混

じ
っ
て
勤
労
者
、
自
由
業
、
企
業

主
が
加
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②
最
近
の
消
費
者
は
商
品
に
対
す
る

選
択
が
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
指
向
へ
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

③
そ
の
他
、
無
計
画
買
い
や
訪
問
販

売
へ
の
甘
さ
、
購
買
態
度
の
不
勉

強
、
慎
重
さ
を
欠
く
な
ど
消
費
者

一
方
、
業
者

側
に
ま
だ
み
ら
れ
、

の
消
費
者
問
題
に
対
す
る
認
識
の

甘
さ
が
み
ら
れ
ま
す
。

【昨年T年間!こ寄せられだ相談・苦情から抜すい】
くれない

・編機の割賦契約をしたが販売屈が

なくなった

-消火器を強制的に買わされた、返

品できるか

-力ラーテレビのブラウン管を取り

替えたがUチャンネルが入らない

-喫茶庖で出された油で揚げたおか

きが古〈申し出ても認めない

-映画館のお菓子が市販の物より高

.高麗人参エキスを解約したい

-栗の量目に誤差があり過ぎる

いずれも

県消費生活センターのもの

Eコ
ロロ

-食料品

商

-光熱水品

【相談】

・都市ガスと LPカ、、スのどちらが良
いか(カ、ス工事があるので)

・灯油の価格を知}Jたい

-被服品

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
県
民
会
館
内
に
発
足
し
た
の
が
昭
和
四
十

六
年
。

高
度
成
長
下
で
「
消
費
は
美
徳
」
「
消
費
者
は
神
様
」
「
使
い
捨
て
時
代
」
な
ど

と
、
消
費
の
伸
び
が
急
上
昇
。

そ
し
て
昭
和
四
十
八
年
の
石
油
パ
ニ

ッ
ク
を
契

機
に
低
成
長
時
代
に
入
り
、
「
物
を
大
切
に
す
る
運
動
」
「
不
用
品
の
交
換
会
」
へ

と
消
費
意
識
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
現
実
の
中
で
、
消
費
者
は
こ
の
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
「
か
し
こ
い
消
費
者
」
へ
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
消
費
を
お
び
や
か
す
生
活
品
が
出
廻
り
、
苦
情
が
絶
え

な
い
現
状
で
す
。

今
回
、
昨
年
一
年
間
に
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
相
談
の
中
か
ら
、
い

く
つ
か
特
異
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に

県
消
費
三
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消費生活相談及び

処理件数

雑品

321イ牛
(23%) 
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【相談】

・灯油ボイラーはどんなものが良い

か

-雪囲いの契約は解除できるか

・ポットにキラキラしたものが浮い

ている、害はないか

・ほっろっやかんのほっろつがはが

れた、毒性についてききたい

-不用になった編機をゆずりたい

-食器の煮沸消毒は何分位が適当か

.冷蔵庫の選び方について

-電子炊飲器のテスト結果を知りた

.郵便協力会と郵便局との関係は

-ミシンの選び方について

-合成皮革の時計バンドでかぶれた

【苦情】

-風呂のシャワーホースをとりかえ

ただけで3，000円、工貨が高いので

は

-畳から小さい虫がでてくる

・われもの注意の表示があるのに、

湯のみ茶わんが割れて郵送された

・井戸の水が濁り 、再度掘り下げて

もら ったが代金が高すぎる

-新しいカラーテレビに手をふれる

と痛い

・ビデオカセ ットのサービス面でト

ラブルが起き解約したいが応じて

光熱水晶
21件
(1%) 

【相談】

・中年婦人用の洋喪服の買い方は

-贈られたベビーセ ットのズボンか‘

ほつれていた、交換できないか

-毛 100%と表示してある和服地を

テストしてほしい

・下着の安売りの選び方の注意点は

【苦情】

・既製服を返品したいが、販売庖で

は高額の代替品をすすめられる

-和服をシミ抜きに出したがシミが

取れてない

-車の 2人連れに呼びとめられ正絹

和服を 2万円で買わされたが化繊

だった

-クリーニングで防寒コートの表が

はがれ縮んだ

-内金した洋服を翌日断ったら現金

の返金がない

-非売品表示があるのに売られてい

る紙おむつ

15 

【相談1
・押麦の色が白いが本当に無漂白か |・住居品

・防虫のため玄米にほう酸を使って

もよいか

.レ トルト食品とパウチ食品はどっ

違うか

-カップヌードルに熱湯をそそいだ

ら黒い粉末が一面に浮き上がって

きた

・みやげの菓子が保存期間中なのに

カビ発生(製造メーカー県外)

・食ノfンには製造年月日の表示の義

務づけはないのか

-真空かまほ‘この保存期間はどれ位

か

-牛乳の生産者価格を知りたい

.鶏卵の規格 と色表示について

・コ ンソメスーフ。は放射線照射食品

か

・コ、、マ油を量り売りする屈はかいか

.クロレラ飲料の保存期間はどれ位

か

【苦情】

・インスタン トラーメンにウジが‘いた

.ソーメンにカビが生えていた

-イチゴジャムにカビが生えていた

.製造日から 1週間も経つ牛乳を販

売している

-牛乳を飲んだらコゲ臭かった

・糸こんにゃくがのりのようになっ

ていた



数を知りたい

・生命保険の解約金の計算書をもら

えないか

-サラ金を借りたいがどの業者がよ

し、か

・未成年者にポルノ雑誌が送られて

きた、業者に注意してほしい

-家賃の値上げはどんな時にできる

.山羊乳の残留農薬テストはできる

か

-幼児のおやつの資料がないか

-放射線照射ベビーフードを返品し

たいが

. SF商法についてききたい

-金(きん)の先物相場をすすめられ

ているが相談があるか

-缶詰みかんの皮をむくのにどんな

薬品を使うのか

-外資系生命保険会社の信頼性につ

いてききたい

・老人の就職を斡旋してほしい

-主婦の内職の斡旋してくれるとこ

ころは

【苦情】

・特約づき生命保険を契約、入院の

ため手続きをしたら告知もれのた

め給付もなく解約をすすめられた

.電話の名儀変更をしてくれない

【相談】

・しじみ貝の味噌汁は冷めたら食べ

られないというが、なぜか

・幼児へのバナナの与え方について

.簡単な繊維の見分け方を知りたい

.ラワン材の防虫方法を知りたい

-最近の食生活で脚気が多いときく

.廃油から粉石けんを作る方法を

・ニューウールマークとニューウー

ルリ ッチマークの追いは

【苦情】

・近 くの空地に飼育業者が牛糞を捨

てハエと匂いがひどい

-自動販売機の解約を申し入れたら

198，000円の損料を出せという

-電気製品を買ったのに保証書をく

れない

-整骨院の請求額が無造作で‘不愉快

.未払いの修理代金を支払えは廃車

手続きをするということで代金を

持参したら金利もいるという

生活一般

-海外旅行をすすめられ入会金7，500

円をセールスが代払いしたといっ

払う義務があるか

-学習機器は文部省補助教材か

【苦情】

・訪問販売で女性用洗浄器を契約し

たが返したい

・通信販売で予約送付された品がカ

タログと違うので返品したい

・ピアノを現金購入したが、値引額

が少ない

・訪問販売のことわり方を教えてほ

しい

-入浴剤が薬庖とスーパーでは内容

も効力も違うといわれた

・自動車を買ったが付属品込みなの

に別代金を請求された

-自動車のハンド・タイヤチェーン

を買ったがすぐ切れた(事例参照)

.無料運命鑑定で運勢が悪いといい

印鑑を買わされた

. 8ミリ映写機のサウンドを修理し

たが音が出ない

-訪問販売で百科事典を契約、翌日

解約したら 3万円の損料を請求

-学校の前で子供に図鑑などの注文

をとっている業者がいる

・エール会員に入会して英会話のカ

セットを契約、解約したい

・児童がシュノーケルでフk死した

・スベリ台の上から 1歳半の子供が

落ちてケガをした(事例参照)

-赤皮の婦人靴をはいたら靴下と足

が染まった

-応募もしないのに抽選で当ったと

いうパールネ ックレス

【相談1
・合成洗剤の公害についての資料は

ないか

・牛貰の薬効と値段について

・マグネットリングの効果とリング

が黒ずんできた

-粉石けんはどこに売っているか

-高いパーマと安いパーマはどこが

違うのか

-自転車の盗難補償はどうなってい

るか

・英会話カセ ットテープの信頼性は

.訪問販売の韓国製のつぼは本物か

-雑品

に
よ

っ
て
は
取
り
付
け
に
く
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に

J
I
S
規
格
品
で
な
い
の

に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
表
示
が
あ
る
な
ど
、

表
示
違
反
が
あ
り
、
業
者
に
商
品
の

販
売
停
止
、
回
収
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
業
者
も
あ
る
程
度
弱
い
と

知
り
つ
つ
売

っ
て
い
た
も
の
で
、
今

後
、
県
工
業
試
験
場
や
国
の
研
究
機

関
で
指
導
を
受
け
、
次
期
シ
ー
ズ
ン

ま
で
に
改
善
し
、
表
示
も
改
め
る
こ

と
に
な
り
、
申
し
出
者
に
は
、
こ
の

改
良
品
を
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
喜
び
勇
ん
で
の
ぼ
っ
た

ス
ベ
リ
台
な
の
に
0
・

落
ち
て
ケ
ガ
を
し
た

一
歳
半
の
子

〔
苦
情
〕

喜
ぶ
と
思

っ
て
買

っ
て
や

っ
た
ス

ベ
リ
台
の
お
ど
り
場
か
ら
、
チ
ョ

ツ

子
が
落
ち
て
、

ト
目
を
離
し
た
途
端
に
、

一
歳
半
の

さ
骨
を
折
り
、

二
ー

三
週
間
の
ケ
ガ
を
し
た
。
安
全
性
に

不
備
が
あ
り
、
安
定
性
も
悪
い
。

〔
処
理
〕

現
地
で
当
時
の
模
様
を
確
認
し
て

か
ら
、
苦
情
品
の
ス
ベ
リ
台
を
セ
ン

タ
l
に
運
び
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

ホタ

7ィ
ルヤ

〈

y
p
レ

ノ

‘

J

d

・J

チベ
エ
|ル

ン ' 卜

タ

イ

ヤ

滑り台(苦情品)

(A) 

図2図3

.土地住宅

【相談1
.プレハブ住宅の保証期間は

・建築完成日の遅れに対し業者に損

料を請求できるか、どれだけか

【苦情1
・建売住宅に欠陥箇所が多い、保証

期間を知りたい

.アノfートを解約したが敷金の返金

が少ない

. 10年はサビないとい うトタンが2

年でサビが出た

苦
情
相
談
と
処
理
の

①
こ
れ
は
便
利
だ
グ

と
思
っ
て
買
つ
だ
の
に
0
・

切
れ
た

タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン

〔苦
情
〕

自
家
用
車
に
便
利
な
も
の
が
で
き

ず
。

こ
ん
な
簡
単
に
切
れ
て
は
危
険

官ーーーー畠.

只例

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
駆
動
輪
に
片
方

ハ
ン
一
プ
ィ

だ
け
装
着
し
て
、
路
肩
か
ら
道
路
上

一一
1
三
灯
動
い
た
ら

ス
パ
ッ
と
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
説
明

書
ど
お
り
に
慎
重
に
セ
ッ
ト
し
た
は

に
出
ょ
う
と

J
-
o
 

J
/
、

" 

お

ど
り
場
を
囲
む
手
す
り
に
不
備
が
あ

り
、
安
定
性
も
不
十
分
、
着
地
板
に

釘
頭
が
露
出
し
て
危
険
性
が
あ
る
な

い
る
。
ま
た
、
認
定
し
た
製
品
安
全

協
会
で
の
再
確
認
調
査
結
果
で
は
、

現
行
基
準
に
合
致
し
て
い
る
。
使
用

図 1

φ気軽に利用される消費生活相談窓口φ

ど
の
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
で
は
、
信

G
マ
ー
ク
付

き
で
あ
り
、
安
全
基
準
に
合
格
し
て

相談窓口は左記のとおりです。

消費生活センター

ところ/富山市新総曲輪4-18(県民会

館内 4階)fi( 0764 )32-9233 

消費生活センター高岡分室

ところ/高岡市利屋町1(高岡文化セン

ター内2階)fi(0766)25-2777

年
令
の
制
限
(
二
歳
か
ら
六
歳
ま
で
)

に
反
し
て
お
り
、
消
費
生
活
用
製
品

安
全
法
に
規
定
す
る
事
故
と
は
認
め

務

【相談】

・女性向け洋服にポリエステルが多

い、なぜか

・52年度の全国 ・富山の消費物価指

16 

役

買
し
て
テ
ス
ト
し
た
と
こ
ろ

〔
処
理
〕

苦
情
品
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
は

ぬ
か
る
み
や
雪
道
か
ら
の
脱
出
、
横

道
か
ら
除
雪
道
路
へ
の
脱
出
な
ど
の

た
め
に
使
わ
れ
る
「
軽
便
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
で
、
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
を
通

す
穴
付
近
で
切
れ
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
こ
の
チ
ェ
ー
ン
を
試

そ
の

材
質
と
強
度
に
問
題
が
あ
り
、
車
種

ら
れ
な
い
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
で
は
指
摘
さ

れ
た
問
題
点
を
考
慮
し
て
、
苦
情
品

と
同
型
の
製
造
を
止
め
、
改
良
品
(
図

参
照
)
を
製
造
し
、
申
し
出
者
に
代
替

品
を
渡
し
ま
し
た
。

移動消費生活センター

「明るいくらし号」利用のすすめ

明るいくらし号(大型パス25人定員)

は明日のくらしを考え、かしこい消費

者づくりに役立っています。市町村と

協調しながら、各地域を巡回して消費

生活相談、啓発講座、商品テスト、 16

ミリフィルム上映、資料の提供、 地域の

消費者問題についての話し合いなどを

通じて交流を深めていただきます。町

内会や婦人会、青年団、学校、消費者

グループの方の研修や学習の場として

利用してください。巡回の利用は、市

町村役場の消費者行政担当課へお申し

込みえたさい。

オフ

消費生活センターは県民消費者の保

護に努めるとともに消費生活の安定と

向上をはかる役割を担い、消費生活相

談、苦情処理、教育啓発、商品テスト

や情報の提供などの業務を行っていま

す。

特に消費生活相談における苦情処理

は消費者に対する行政の重要な活動の

一つになっており 、消費者と事業者の

橋渡しをし、また消費者に代わって事

業者と交渉し、処理に当っています。

また、食品や衣料品、台所用品、電気

製品、家具、自動卓、住宅設備などの

商品または医療、理容衛生、クリーニ

ング、冠婚葬祭、金融、旅行などのサ

ービス、それらの購入、消費過程での

不備、欠陥による不満や被害に基づく

苦情相談、その他買物相談ゃくらしの

知識、問い合せなど一般相談にも応じ

ております。

相談方法は電話、文書、来訪いずれ

の方法でもよく、必要によ ってはセン

ターから出向いて相談に応ずることも

あります。



1月18日 の努力目標を 180ホーン」とするな

ど大きく分けて社会環境、自然環境
.県食品加工研究施設を設立 |生活環境の評価となっています。
(原案発表) I A ..........__ 

コメや農産物の加工技術や利用、 11月23日
多様性魚の利用促進などを基本課題|・城端別院の絵画など県文化

とする県食品加工研究施設を設立す| 財に指定

る原案が発表され、交通の便利な富 | 県文化財保護審議会が答申してい
山市内を最有力候補地として、 56年 |た、城端別院(善徳寺)に伝わる絵画
度にオープンする方針が示されまし I37点、彫刻 7点を県文化財に正式指
た |定しました。いずれも室町から江戸

4月20日
時代にかけての美術を知るうえで貴

重な美術品です。

今年の転作面積など決まる 11月26日
水田利用再編対策の転作目標面積|
を、 54年産米事前売り j度し申し込み |・文化財防火デー各地で訓練

限度数量を市町村に配分しました。 | 県内各地で貴重な文化財を守ろっ

と、指定文化財のある寺院等から出
クタールですが、土地改良事業に伴 |火したと想定して、防火訓練が行わ
う通年施行が減少しているところか|れ見守る付近民は、文化財保護を再
ら、その分を調整しました。 I認識しました。
また、 54年産米限度数量も前年並IA 1::コ勺ハr1
みの24万トンとし、通年施行地区の移II I ..J '-' ""' L....J 
動を勘案して調整しました。 I・児童・生徒の自殺防止に通達
いずれも53年度実績からみて達成| 県教委は最近の児童 ・生徒の自殺
できるものと見込んでいます。 I行為の増加を憂慮し、各市町村教委

1月23日
小 -中・高校に対し自殺へのチェ ッ

クポイントなどを通達して防止を呼
.北陸新幹線など環境調査へ|びかけました。

運輸省は北陸など新幹線整備5線12月T自
の環境影響評価に関する指針を国鉄|

.新幹線対策室が発足と鉄道建設公団に提示しました。

建設に先立ち環境影響評価の対象| 北陸新幹線の着工にあたって、県
や手順などを定めたものです。 I知事公室内に「新幹線対策室」が発
指針は、騒音についての音源対策|足しました。県と関係市町村との連

18 

絡調整、国鉄や鉄道建設公団との関

係主強化するために設けられたもの

で、当面は環境アセスメントの円滑

な実施や地元協力への態勢をつくり

北陸新幹線の早期着工をめざします。

2月8日
・54年度県予算案発表
一般会計2.533億円に
県は54年度予算案を発表しました。

一般会計は2，533億4，108万円で前年

度当初予算に比べ12.5~*増と なって
います。

重点項目は次のとおり。

①公共事業の積極的受入れと県単独

事業の増大による景気の回復

②社会福祉施設と施策の充実

③学校施設の整備

④情報センターの充実と中小企業・

雇用安定への対策

⑤水田利用再編対策の推進と中核農

家の育成による農林水産業の振興

⑥県立美術館の建設と芸術文化 ・生

涯教育の充実

⑦青少年建全育成の対策強化

③県民公園、立山山麓R地区の整備

⑨北陸新幹線や富山空港など基幹交

通網の整備促進

⑬スポーツの振興

2月9日 2月9臼
.県産業情報センターは 1.県の地震対策部会設置
4月25日から業務開始へ | 県防災会議は、さきの宮城県沖地
県中小企業情報センター設置準備|長などの教訓をいかし、県の地長対
連絡協議会は、同センターの名称を|策の強化を図り県民の防災意識を高
「富山県産業情報センター」と断?J;1 めるために、地域防災計画から 「地
して、 4月25日から高山商工会議所|震編」を独立させ、新たに「地長対
ビル9階で、中小企業の経営に必要|策部会」の設置を決めました。

な最新の価値ある情報の収集と自Ij出12月10日
をし、窓口サービスや情報紙の発行な|
ど、県内の中小企業者に提供するサ|・第8回県青年例爆にぎわう
ービス業務を開始することになりま| 県民会館を皮切りに開催された第

した。 8回富山県青年の船展は、初の農業

部門も展示されたとあって参観者が

多勢訪れてにぎわいました。
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-新授術開発研究課題の募集

(1)高付加価値化、製品の合理化等を目的とし
た技術研究

(2)実用化、製品化を希望される試験研究の成果

(3)締切り=3月31日
(4)申込先一県商工振興課内富山県技術振興協
(詳細は) 会r(0764)31-4111内線472

・太閤山住宅団地の宅地を分譲

(1)期間=3月8日-20日
(2)宅地数一50宅地程度 (3)面積一平地290m2.
(4)受付=太閤山住宅団地建設事務所

r(07665)6-0221 

.くらしの1日教室
ときー3月20日 10時/富山県民会館4階
3月20日 13時30分/高岡市文化会館

テーマ 「薬の正しい使い方」

講師一県立中央病院薬剤科長 吉村敏

.自然保護の講演会

と きー3月17日 13時30分-15時00分
ところー県民会館401号室
テーマー自然保護について

講 師一国民休暇村常任理事

(前環境庁公害研究所長)大井道夫氏

・冨民年金保陵料

第4期分の保険料は早自に納めてください 0
・オリ工ンテーリング大会参加者募集

ときー3月25日(日)ところ=富山市呉羽山周辺
集 合一富山勤労総合福祉センター(呉羽ハ

イツ)前

申 込=県総務部総務課内富山県オリエンテ

ーリング委員会r(0764)31-4111
内線334

締切りー3月19日(月)
・ォり工ンテーリング3級公認指導員
養成講習会受講者募集

と きー3月24日仕)・25日(日)
ところ=青年の家(富山市五福)

受講料=無料資格一20歳以上
申 込-県総務部総務課内富山県オリエンテ

ーリング委員会

r(0764)31-4111内線334
締切りー3月19日(月)
・県政パス教室の参加者募集

今年の県政パス教室は裏表紙にくわしく載

っています。参加してください。

4 月・5月分の参加申し込みは3月 1 日 ~ 15日まで
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

春季火災予防週間一3月20日今20日
3月は火災の多い月 注意いたしましょう
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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こ
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②
林
野
火
災

手
の
届
か
な
い
所
に
置
く
。

農
作
業
等
で
野
火
を
行
う
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石
油
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
は
常
に
整

3月中に於ける火災状況

区分 53 年 52 年 区 分 53 年

件

火災件数 450件 331 年間件数 450 

うち建物 328 264 
3 月 件数 49 

焼損棟数 43H東 340 |年間に対す割合 10.99 6 

建物焼損面積 25，907m' 15，026 建物件数 37 

l件当り
79.0 56.9 |害IJ ム口、 75.5 

焼損面積
42 棟

損 当EコZ 客員 871，163千円 516.960 
焼損棟数

πY 

うち建物 842，255 510，102 焼損面積 2，302 

建物火災
2，568 1，932 83，2千83円lイ牛当り 焼償金額

擢災世帯 270世帯 203 |うち建物 83，257 

世帯

権災人員 1，100人 796 擢災 世 帯 20 

死 者 18人 18 人

擢災 人員 96 

自 殺 5 6 人

死 者 2 

負 {毎 者 66人 72 
人

負 傷 者 。
出 火 率 4.1% 3.0 

汀"

死 亡 率 1.60 1.66 林野火災面積 169 

火災発生状況表

人

像

荒
谷
直
之
介
作

*出火率は人口|万人に対する火災発生件数

*死亡率は人口10万人に対する火災による死者数

火災5大原因

l位

年

立9.1%)~ 
U仰ぐ調
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立9.6%)~ 
U %)割i
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年
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在
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と
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い
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20  

風呂かまど

(17件・5.1%iJ
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回 申し込み期間

4 ・5月の県政ノ〈ス→ 3月 1日-3 }-j 15 t:l 

6-8月の県政ノ〈ス→ 5月 1日-5月15日

9 . 10月の県政ノ〈ス→ 8月 1日-8月15日

回参加の決定通知

抽 選によって決定します。

なお、参加者決定の通知をもって発表にか

え、抽選もれの }jには通知しませんのでこ了

?!-'くださし、。

固 携行品など

( 1)参 加賀は無料ですが、風土記の止人館料の

実質は負担lしてください。

(2)昼食およびお茶は、各自持参してくださし、。

(3)団体で参加される場合は、団体力、指定する

場所まで送迎します。

回 応募方法・・・・・・下記の要領て¥はがきてい

お申し込みください。

(団体) (個人)

回 申し込み先

申込団体または個人の住所地 申込先 所在地 電話番号

富山市・上新川郡 ・婦負郡 富 山県知事公室広報課
富 山市新総曲輪1-7 (0764) 

富 山県庁 内 31-3131 
両岡市 ・新湊市・氷見市 ・射

高岡 地 方県民相談室
両岡市赤祖父211 (0766) 

水郡 ・福岡町 高 岡総合庁舎内 21-9411 
魚津市 ・滑 川市・ 黒部市 ・下

魚津地方県民相談室
魚津市新宿10-7 (0765) 

新川郡 ・中新川君1) 魚津総合庁舎 内 24-5311 
砺波市・小矢部市 ・東砺波郡

砺波地方県民相 談室
砺波市幸町1-7 (07633) 

-福光町 砺波総合庁舎内 3 -5151 

住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
電
話
番
号

希
望
の
コ
ー
ス

及
び
運
行
月
日

団
体
名

・
(
事
務
局
設
置
)
市
町
村
名

.
代
表
者
氏
名

・
連
絡
者
住
所
(
郵
便
番
号
〉

.
氏
名
及
び
電
話
番
号

希
望
の
コ
ー
ス
及
び
運
行
月
日

.親子パス(7月25日、8月1日)は別にコースを組みます。

テーマ 富山地区 高岡地区 魚津地区 砺波地 区

(コースi'，手前 j主!H子日 コース i里行二日 コース i霊行二日 コース i里行二日 コース

社会撞祉総合施設 ・水 (運動公園経由)・社会 社会福祉総合施設 ・い いこいの村 ・流杉老人

いつくしむ % ・% 産試験場 ・黒部青少年 % ・% 福祉総合施設 ・流杉老 手企・% こいの村 (昼食)・糾学 う{I・% ホーム(昼食)・県庁 ・

(福祉)-I xs・I鬼 の家(昼食)・消費生活 ](1・1兆 人ホーム(昼食)・県庁 % ・% 教育センター ・県庁 ・ 9合 県民会館内山分館 ・社

センター・県庁・九重荘 -いこいの村・頼成の森 九重荘 会福祉総合施設

子撫川ダム ・宮島峡 ・ 和田川ダム ・頼成の森 角川ダム ・県民会館内 和田川ダム ・県民公園

きずく う¥8.% いこいの村 (昼食)・県 % ・% -いこいの村 (昼食)・ % ・予告 山分館 (昼食)・呉羽少 ぢ5・% -呉羽ハイツ(昼食)・
(土木) % ・% 民会館内山分館 ・県庁 ](8・% 県庁 ・運転教育センタ ](1・% 年自然の家 ・県庁 ・富 % 県庁 ・富山空港 ・木造

-木造在来工法改良住 一 ・富山新港 山港 ・(運動公園経由) 在来工法改良住宅

宅

職業訓練センター ・工 和田川水道 ・職業訓練 富山職訓短大 ・呉羽ハ 高岡銅器団地 ・工業試

さかえる % ・% 業試験場 ・高岡問屋セ % ・% センター ・呉羽ハイツ % ・% イy(昼食)・県民公園 号室 ・u験場 ・高岡問屋センタ
(商工) %.x; ンター(昼食)・県民会 % ・% (昼食)・県庁 ・粗大ゴ % -県庁 ・富山企業団地 % 一(昼食)・県庁 ・緑化
% 館内山分館 ・県庁 ・中 ミ処理場 ・交通管制セ センター ・いこいの村

央卸売市場 ンター

朝日山公園 ・ビジター 木材試験場 ・北電呉羽 水産試験場・林業試験 ビジターセンター ・大

つちかう % ・9合 センター・大境洞窟・栽 うイ1・ち 電化農場 ・呉羽ハイツ % ・% 場(昼食)・富山空港 ・ %. ](1 境洞窟 ・栽培漁業セン
(農林水産) % ・% 培漁業センター(昼食) 五 ・% (昼食)・県庁 ・交通管 % ・% 県庁 ・消費生活センタ % タ-・富山武道館(昼

% -県庁 ・農業試験場 制センター ・農業試験 食) ・県庁 ・農業試験

場 場 ・緑化セ ンター

県民公園 ・ー上青少年 県民公園 ・壊蔵文化財 頼成の森 ・い乙いの村 県民公園 ・公害センタ

やすらぐ うイ1・9色 の家(昼食)・ (二上万 %-99会t センター・県民会館内山 %.u (昼食)・公害センター %. ](8 一 ・埋蔵文化財センタ
(自然環境) % ・% 葉経由) ・富山新港 ・ % ・ 分館 (昼食)・県庁 ・大 % -県庁 ・木造在来工法 一 ・図書館(昼食)・県

% 県Ff'・緑化センター % 岩眼目県定公園 改良住宅 庁 ・粗大ゴミ処理場 ・

い乙いの村

風土記の丘 ・111野スポ 呉羽少年自然の家 ・情 風上記の丘 ・111野スポ ふるさと養護学校 ・斜

そだてる %. )色 -yセンター (昼食)・ う{8.% 報処理教育センター ・ % ・% ーツセンター(昼食)・ 九 ・予告 学教育センター ・呉羽
(教筒) % ・予三 教育記念館 .6Ir!-げ ・情 % ・咋1 県民会館内IIJ分館(昼 ](8. % 県庁 ・県民会館内山分 % ノ、ィツ(昼食)・県庁 ・
% 報処理教青センター 食) ・県庁 ・富山高等 館 ・(運動公園経由) 交通情制センター ・E言

技能学校 ・埋蔵文化財 、 111新港
~':I 

センター ":1.. _~ _;'司且 2唱

.運行コースは変更することがあります。昭和54年度「県政パス教室」運行表

(注)農林水産コースについては、上記のコースに斐えて択のコースを選ぶこ とができます。この場合、実出材料費の負担が必要です。

農山帯、家生活近代化セ

ンター(昼食)・県庁 ・

農業試験場 ・緑化セン

ター
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農山漁家生活近代化セ

ンター(昼食)・緑化セ

ンター ・県庁 ・農業試
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農山静、家生活近代化セ

ンター(昼食)・農業試

験場 ・県庁 ・緑化セン

ター
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